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特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 当社は、本日開催しました取締役会において、当社連結子会社であるサッポロビール（株）における酒

税の自主的な修正申告について決議いたしました。これに伴い、下記のとおり特別損失を計上することと

なりますので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１． 特別損失の発生とその理由 

別紙サッポロビール（株）のニュースリリースに記載の通り、同社では、昨年 6 月に発売した

「サッポロ 極ＺＥＲＯ（リキュール（発泡性）①）」の税率適用区分に関連し、国税当局から

要請されている資料・データの検証作業を進めておりますが、同社において、国税当局の酒税法

に関する法令解釈に沿った形での事実確認にはいまだ至っておりません。 
以上の状況及び外部専門家の意見を踏まえ、同社では、財務的な追加負担軽減の観点から自主

的に修正申告を行うことといたしました。 
なお、同社としましては、「極ＺＥＲＯ」は「リキュール（発泡性）①）」に該当するものと認

識しておりますことから、今後かかる同社の認識を法令上の手続きに則って主張すべく、外部専

門家の意見を仰ぎつつ必要な対応を行っていくこととしております。 
 

２． 業績への影響 
 サッポロビール（株）の本修正申告に伴い、当社では、税率適用区分の修正による酒税納付額

の差額（含む延滞税）として見込まれる 116 億円を平成 26 年 12 月期第 2 四半期連結決算におい

て特別損失として計上いたします。 
当期連結業績予想に与える影響については、本件以外の要素も含めて精査中であり、今後、修

正が必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。 
 
なお、当社グループは、本年 2 月 12 日、「サッポログループ中期経営計画 2014 年―2016 年」

を発表し、財務目標として、安定配当の継続（配当：1 株当たり 7 円以上）、ROE： 8％以上（2016
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年）を掲げました。本中期経営計画の初年度となる本年は、国内酒類事業の好調、市況の活性化

による不動産事業の堅調な進捗等、各事業とも好調に推移しており、順調なスタートを切ってお

ります。今後も、当社グループでは、企業価値の向上を一層図り、本目標達成を確実なものとす

べく、グループ一丸となり取り組みを進めてまいる所存です。 
 

以 上 
 
 

（参考）当期連結業績予想（平成 26 年 2 月 12 日公表分）及び前期連結実績 
 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期利益 

当期連結業績予想 

（平成 26 年 12 月期） 

百万円 

537,700 

百万円 

15,000 

百万円 

13,600 

百万円 

5,000 

前期連結実績 

（平成 25 年 12 月期） 

百万円 

509,834 

百万円 

15,344 

百万円 

15,130 

百万円 

9,451 
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酒税の自主的な修正申告に伴う特別損失の計上について 
 
当社は、本日の取締役会において、酒税の自主的な修正申告について下記のとおり決議しましたの

でお知らせします。また、これに伴い、平成２６年１２月期第２四半期決算において特別損失を計上

することとなりますので、あわせてお知らせします。 
 

記 
 
１．酒税の自主的な修正申告の概要 
本年６月４日に発表しましたとおり、当社は、昨年６月に販売を開始した「サッポロ 極ＺＥＲＯ

（リキュール（発泡性）①）」を、本年５月下旬製造分をもって終売しました。当該商品の終売に至っ

た経緯は、国税当局より、「極ＺＥＲＯ」の税率適用区分に関連し、製造方法に関する情報提供の要請

があり、社内において当局の酒税法に関する法令解釈を確認し、これに沿った上で当局から要請され

たデータの検証を行う中で、仮に「極ＺＥＲＯ」が「リキュール（発泡性）①」に該当しないことと

なった場合、多くのお客様、お取引先様にご迷惑をおかけすることになることから、終売の判断に至

ったものであります。 
その後も国税当局から要請されている資料・データの検証作業を続けておりますが、当社において、

国税当局の酒税法に関する法令解釈に沿った形での事実確認には至っておりません。 
前述の状況及び外部専門家の意見を踏まえ、当社は、財務的な追加負担軽減の観点から、自主的に

修正申告を行うこととしました。 
なお、当社は「極ＺＥＲＯ」は「リキュール（発泡性）①」に該当するものと認識しており、今後

も当社の認識を法令上の手続に則って主張すべく、外部専門家の意見を仰ぎつつ必要な対応を行って

まいります。 
 

２．特別損失の計上 
「極ＺＥＲＯ」の適用税率を「リキュール（発泡性）①※」から「発泡性酒類の基本税率※」とし

て修正申告することにより、１１６億円の酒税納付額の差額（含む延滞税）が発生する見込みであり、

これを平成２６年１２月期第２四半期決算において特別損失として計上します。 
※酒税率 
リキュール（発泡性）①：８０，０００円／ＫＬ 
発泡性酒類基本税率：２２０，０００円／ＫＬ 
 

以上 
 

（別紙） 
２０１４年６月２０日 

この件に 
関する 
お問合せ 

＜報道機関の方＞ 
サッポロホールディングス（株）  
コーポレートコミュニケーション部 

℡ 03-5423-7407 
 

＜消費者の方＞ 
サッポロビール（株） 

お客様センター 
℡ 0120-207800 
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